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は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
近
年
も
特
に
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
土
豪
を
、
室
町
末
・
戦
国

初
期
の
荘
園
制
の
時
代
か
ら
再
検
討
す
る
。「
土
豪
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
、

「
中
間
層
」
論
以
来
の
重
厚
な
蓄
積
を
有
し
て
お
り
、
近
年
も
先
行
論
者
に
よ
っ

て
様
々
な
角
度
か
ら
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
）
1
（

。
そ
の
た
め
詳
細
な
研
究
史
は
こ

こ
で
は
省
略
す
る
が
、
近
年
の
研
究
動
向
は
次
の
よ
う
に
総
括
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、
現
段
階
で
の
土
豪
に
対
す
る
歴
史
的
評
価
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
見
解

が
あ
り
、
一
つ
は
土
豪
を
領
主
権
力
の
末
端
に
連
な
り
村
と
対
峙
し
て
い
た
存

在
と
し
て
位
置
付
け
、
土
豪
と
百
姓
・
村
と
の
間
に
主
要
な
階
級
矛
盾
を
設
定

し
よ
う
と
す
る
階
級
闘
争
史
観
に
基
づ
い
た
捉
え
方
が
あ
っ
た
）
2
（

。
も
う
一
つ
は
、

土
豪
を
村
落
の
「
器
官
」
と
し
て
、
村
落
の
利
害
の
た
め
に
働
く
者
と
し
て
捉

え
、
前
者
を
相
対
化
す
る
見
解
で
あ
る
）
3
（

。

　

後
者
の
見
解
は
、
遡
れ
ば
藤
木
久
志
氏
）
4
（

の
研
究
に
端
を
発
す
る
。
藤
木
氏
の

研
究
は
、
中
世
に
お
け
る
生
産
力
の
一
貫
し
た
向
上
を
自
明
の
前
提
と
し
て
き

た
そ
れ
ま
で
の
歴
史
観
に
疑
問
を
呈
し
、
災
害
・
飢
饉
に
関
す
る
歴
史
史
料
を

博
捜
し
、
中
世
後
期
は
む
し
ろ
慢
性
的
飢
饉
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
く
印
象

づ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
「
村
の
生
存
」
と
い
う
視
角
で

引
き
継
い
だ
長
谷
川
裕
子
氏
）
5
（

は
、
土
豪
に
よ
る
百
姓
へ
の
経
済
的
支
援
＝
融
通

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
長
谷
川
氏
は
土
豪
を
村
の
生
存
の

た
め
の
機
関
と
し
て
明
確
に
位
置
付
け
て
い
る
）
6
（

。

　

長
谷
川
氏
の
見
解
は
、
そ
れ
ま
で
の
土
豪
に
対
す
る
評
価
を
大
き
く
変
更
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
湯
浅
治
久
氏
は
「
こ
こ
に
中
間
層
は
戦
後
の
惣
村
研
究
に

特
有
な
「
支
配
と
矛
盾
の
体
現
者
」
か
ら
「
村
の
擁
護
者
」
へ
と
劇
的
に
変
貌

を
遂
げ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
は
惣
村
と
土
豪
の
実
態
を
正
し
く
反
映

し
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
惣
村
と
同
様
に
、
土
豪
も
ま
た

多
様
な
相
貌
を
持
つ
こ
と
を
踏
ま
え
た
立
論
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た

な
い
で
あ
ろ
う
）
7
（

」
と
長
谷
川
説
を
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
、
両
者
の
見
解
の
統

一
的
把
握
が
今
後
の
課
題
と
し
て
あ
る
。

室
町
末
・
戦
国
初
期
に
お
け
る
土
豪
と
百
姓

│
│ 

丹
波
国
大
山
荘
・
山
城
国
久
世
荘
の
荘
園
制
的
規
制 

│
│

福
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恭
　
昂
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こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
長
谷
川
氏
の
土
豪
論
は
主
に
戦
国
期
〜
近
世
初
期

に
お
け
る
土
豪
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
十
五
世
紀
の
土
豪
に

つ
い
て
は
検
討
が
手
薄
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
五
世
紀
の
土

豪
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
九
年
の
論
文
集
に
お
い
て
は
僅
か
に
触
れ
ら
れ
て
い
る

程
度
で
あ
る
）
8
（

。
二
〇
一
六
年
著
書
所
収
の
論
文
）
9
（

に
お
い
て
は
、
一
五
世
紀
後
半

の
上
久
世
荘
の
事
例
に
言
及
し
て
い
る
も
の
の
数
例
に
留
ま
り
、
更
な
る
検
討

の
余
地
を
残
し
て
い
る
）
10
（

。
こ
こ
に
十
五
世
紀
を
中
心
に
土
豪
に
つ
い
て
検
討
す

る
余
地
が
生
じ
る
。

　

一
方
で
、
中
世
後
期
荘
園
制
の
研
究
を
参
照
す
る
と
、
土
豪
は
荘
園
制
の
解

体
を
促
進
す
る
存
在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
。
荘
園
制
論
一
般
に
お
い

て
は
、
伊
藤
俊
一
氏
は
、
侍
衆
が
出
現
し
地
域
社
会
の
秩
序
を
担
っ
て
い
っ
た

事
態
が
進
行
し
た
こ
と
を
、「
最
終
的
に
地
域
社
会
に
お
け
る
荘
家
の
枠
組
み

の
解
体
を
招
い
た
）
11
（

」
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
荘
園
の
個

別
事
例
研
究
に
お
い
て
も
、
侍
衆
は
荘
園
領
主
支
配
を
弱
体
化
さ
せ
る
存
在
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
評
価
を
も
っ
て
し
て
も
な
お
、

侍
衆
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
一
定
期
間
は
荘
園
領
主
支
配
が
継
続
し
た

こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
筆
者
は
百
姓
か
ら
の
働
き
か
け
が
荘
園
領
主
支
配
を
持

続
さ
せ
て
い
た
点
を
示
し
、
荘
園
制
の
存
続
要
因
を
荘
園
領
主
・
守
護
の
共
同

支
配
に
求
め
る
見
解
を
相
対
化
し
た
）
12
（

。
同
様
に
、
荘
園
領
主
と
土
豪
の
対
抗
関

係
か
ら
荘
園
領
主
支
配
の
衰
退
を
論
じ
る
見
解
に
対
し
、
百
姓
の
視
点
か
ら
捉

え
直
す
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

以
上
の
課
題
を
踏
ま
え
、
中
世
後
期
荘
園
制
論
と
長
谷
川
氏
の
戦
国
期
村
落

論
と
を
架
橋
す
る
論
点
の
提
示
を
目
指
す
。
本
論
で
は
十
五
世
紀
の
土
豪
に
関

す
る
史
料
が
比
較
的
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
丹
波
国
大
山
荘
、
山
城
国
久
世
荘

を
対
象
に
、
土
豪
と
百
姓
の
関
係
を
追
究
す
る
。
具
体
的
に
は
、
次
の
二
点
を

検
討
す
る
。
ま
ず
、
①
室
町
末
期
〜
戦
国
初
期
に
か
け
、
百
姓
が
荘
園
制
的
秩

序
を
利
用
し
て
土
豪
に
負
担
を
求
め
る
様
相
を
大
山
荘
、
久
世
荘
の
史
料
か
ら

復
元
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
②
百
姓
の
負
担
と
い
う
点
で
①
と
大
き
く

関
係
す
る
久
世
荘
未
進
徴
符
の
表
記
の
変
容
を
明
ら
か
に
し
、
①
と
の
関
連
性

の
有
無
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
①
②
の
検
討
を
そ
れ
ぞ
れ
一
・
二
章
で
行

う
。
一
章
で
は
大
山
荘
、
二
章
で
は
久
世
荘
を
対
象
と
し
た
。
限
ら
れ
た
地
域

を
対
象
と
す
る
実
証
の
成
果
で
あ
る
が
、
以
上
の
検
討
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
展

望
と
課
題
を
、「
お
わ
り
に
」
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
大
山
荘
に
お
け
る
土
豪
と
百
姓

１
　
大
山
荘
に
お
け
る
西
田
井
村
の
荒
廃
と
土
豪
の
出
現

　

大
山
荘
の
土
豪
と
百
姓
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
に
入
る
前
に
、
ま
ず
大
山
荘

の
概
要
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
来
歴
に
つ
い
て
は
高
橋
敏
子
氏
）
13
（

に
よ
る
詳
細

な
紹
介
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
本
稿
に
関
連
す
る
範
囲
で
整
理
す
る
。
東
寺

領
大
山
荘
は
、
一
井
（
院
）
谷
と
賀
茂
茎
谷
か
ら
構
成
さ
れ
る
池
尻
村
と
、
西

田
井
村
の
二
つ
の
村
に
耕
地
が
散
在
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
室
町
期
に
お
け
る

西
田
井
村
は
、
水
不
足
な
ど
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
荒
廃
と
開
発
を
繰
り
返
し
て

き
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
既
に
先
行
研
究
）
14
（

が
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
の
経
緯
を
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簡
単
に
整
理
し
よ
う
。（
⑴
〜
⑸
）

⑴　

応
永
一
三
年
か
ら
、
西
田
井
村
が
全
面
的
に
荒
廃
し
て
い
る
こ
と
が
史
料

上
に
現
れ
る
。
こ
れ
は
、
主
に
水
不
足
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

⑵　

永
享
八
年
、
皆
荒
を
機
に
百
姓
等
が
一
斉
に
西
田
井
の
田
地
を
放
棄
す
る
。

翌
永
享
九
年
か
ら
は
西
田
井
の
再
開
発
が
領
主
東
寺
に
よ
り
進
め
ら
れ
、

嘉
吉
二
年
か
ら
は
西
田
井
は
上
町
・
中
町
・
下
町
・
池
内
・
川
原
田
の
五

つ
の
区
画
に
編
成
さ
れ
る
。

⑶　

嘉
吉
年
間
か
ら
、
近
隣
の
土
豪
と
み
ら
れ
る
「
細
田
」
が
大
山
荘
西
田
井

村
の
田
地
の
大
半
を
取
得
、
内
検
帳
に
現
れ
る
。
こ
れ
は
、
西
田
井
村
の

田
地
荒
廃
に
伴
う
再
開
発
を
、
細
田
が
西
田
井
村
の
名
主
職
の
買
得
す
る

こ
と
で
請
け
負
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

⑷　

細
田
の
名
が
見
ら
れ
る
の
は
宝
徳
元
年
ま
で
で
、
宝
徳
二
年
か
ら
は
、
近

隣
の
土
豪
と
み
ら
れ
る
「
高
畠
」
が
史
料
上
（
内
検
帳
な
ど
）
に
現
れ
る
。

高
畠
は
、
細
田
と
同
じ
く
西
田
井
田
地
の
大
半
を
取
得
し
て
お
り
、
史
料

上
に
は
「
高
畠
方
」
と
も
記
さ
れ
、
守
護
被
官
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

⑸　

細
田
が
撤
退
し
た
あ
と
高
畠
の
ほ
か
、
難
波
方
・
新
藤
方
と
い
っ
た
土
豪

も
西
田
井
に
参
入
す
る
。

　

以
上
の
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
先
行
論
者
は
次
の
よ
う
に

評
価
し
た
。

　

大
山
喬
平
氏
は
ま
ず
、『
大
山
村
史　

本
文
編
』
で
は
、「
西
田
井
村
の
再
墾

は
東
寺
が
採
用
し
た
荘
園
維
持
の
最
後
の
努
力
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
細
田
・

高
畠
・
新
藤
な
ど
と
い
う
近
在
の
土
豪
の
実
力
を
い
よ
い
よ
発
揮
さ
す
こ
と
に

な
り
…
西
田
井
村
を
再
建
し
、
荘
園
制
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
東
寺
の
努
力
は
、

結
局
は
近
在
土
豪
の
力
を
頼
る
こ
と
な
し
に
、
も
は
や
何
事
も
な
し
え
な
い
こ

と
を
、
は
っ
き
り
さ
せ
た
だ
け
で
あ
る
）
15
（

」
と
評
価
し
た
。
別
の
論
考
に
お
い
て

大
山
氏
は
「
大
山
庄
と
い
い
、
上
野
庄
と
い
い
、
東
寺
が
各
所
領
で
、
こ
う
し

た
開
墾
方
式
を
採
用
し
て
荘
園
制
の
維
持
に
つ
と
め
た
こ
と
が
逆
に
武
士
勢
力

の
進
出
を
ま
ね
き
、
荘
園
領
主
東
寺
の
支
配
を
大
き
く
後
退
さ
せ
る
結
果
に

な
っ
た
）
16
（

」
と
評
価
し
た
。

　

そ
の
後
、
西
田
井
村
に
つ
い
て
の
再
検
討
を
行
っ
た
小
林
氏
は
「
東
寺
は
、

荘
園
維
持
に
努
力
す
る
ほ
ど
土
豪
に
依
存
し
、
そ
の
力
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
…
全
体
的
な
流
れ
と
し
て
は
、
土
豪
と
の
拮
抗
関
係
の
な
か
で
、

次
第
に
東
寺
の
支
配
が
後
退
し
て
い
く
）
17
（

」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
大
山
氏
と

同
様
の
評
価
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
西
田
井
村
の
荒
廃
・
再
開
発
に
伴

う
細
田
・
高
畠
の
進
出
は
、
大
山
荘
支
配
の
衰
退
と
結
び
つ
け
て
論
じ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
は
、
大
山
荘
支
配
の
主
導
権
を
次
第
に
喪
失
し
て
い
く
荘
園
領
主
東
寺

の
無
力
さ
が
、
土
豪
と
の
拮
抗
関
係
の
中
で
、
対
照
的
に
強
調
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
西
田
井
村
に
土
豪
が
進
出
し
て
か
ら
東
寺
に
よ
る
大
山
荘
支
配
が

終
焉
を
迎
え
る
永
正
期
ま
で
、
半
世
紀
以
上
は
東
寺
に
よ
る
支
配
が
存
続
し
て

い
る
）
18
（

。
右
の
評
価
は
必
ず
し
も
間
違
っ
て
い
な
い
が
、
視
点
を
変
え
れ
ば
、
こ

の
間
東
寺
の
支
配
が
曲
が
り
な
り
に
も
存
続
し
た
こ
と
の
意
義
を
、
よ
り
積
極

的
論
じ
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
先
行
研
究
が
荘
園
領
主
東
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寺
と
土
豪
の
両
者
を
中
心
に
論
じ
た
の
に
対
し
、
本
稿
で
は
百
姓
の
動
向
に
視

点
を
据
え
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
の
点
は
節
を
か
え
て
検
討
す
る
。

２
　
大
山
荘
西
田
井
村
に
お
け
る
土
豪
の
負
担
と
一
井
谷
村
の
百
姓

　

室
町
後
期
に
作
成
さ
れ
た
大
山
荘
の
算
用
状
で
は
、
大
山
荘
を
構
成
す
る
一

井
（
院
）
谷
、
賀
茂
茎
谷
、
西
田
井
村
の
収
納
が
ま
と
め
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

算
用
状
を
み
て
い
く
と
、
細
田
は
、
西
田
井
村
の
東
寺
に
納
入
す
る
年
貢
・
公

事
の
ほ
か
、
守
護
役
も
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
点
が
以
下
の
史
料
か
ら

分
か
る
。

【
史
料
１
）
19
（

】

　
　
　
　

除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
下
半
分
定
和
市
一
斗
一
升
五
合
宛

　
　

一
、
六
斗
六
升
一
合
二
勺　

代
五
百
七
十
五
文　

国
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夫
銭
配
分
引
之
、
細
田
前

【
史
料
２
）
20
（

】

　
　

残
八
斗
内

　
　
　

五
斗
四
升　

代
六
百
文
国
役
夫
銭
地
下
半
分
立
用
、
細
田
前
分

　
　

残
二
斗
六
升
内　

和
市
九
升
宛

　
　
　

一
斗
八
升
六
合　

寺
納
申
、

　

史
料
１

は
、
嘉
吉
二
年
を
対
象
と
し
た
大
山
荘
西
田
井
方
内
検
年
貢
算
用
状

に
お
い
て
、
除
分
を
示
す
項
目
か
ら
引
用
し
た
箇
所
で
あ
る
。「
六
斗
六
升
一

合
二
勺　

代
五
百
七
十
五
文　

国
役
」
と
あ
る
脇
に
「
地
下
半
分
定
…
細
田
前
」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
守
護
役
と
し
て
計
上
さ
れ
た
六
斗
六
升
一
合

二
勺
（
＝
五
百
七
十
五
文
）
は
除
分
と
し
て
控
除
さ
れ
、
な
お
か
つ
こ
の
分
は

土
豪
細
田
の
負
担
（「
細
田
前
」）
と
さ
れ
て
い
る
点
が
確
認
で
き
る
。

　

史
料
２

は
、
嘉
吉
三
年
を
対
象
と
し
た
大
山
荘
年
貢
算
用
状
か
ら
、
西
田
井

村
を
扱
う
項
目
の
一
部
を
引
用
し
た
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
五
斗
四
升　

代
六
百
文
国
役
夫
銭
地
下
半
分
立
用
、
細
田
前
分
」
と
あ
る
箇
所
に
注
目
し
た

い
。
先
ほ
ど
の
史
料
と
同
じ
く
、
守
護
役
で
あ
る
夫
銭
は
、
地
下
が
半
分
を
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
残
り
の
半
分
が
控
除
さ
れ
て
い
る
。「
細
田
前
」

「
細
田
前
分
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
守
護
夫
銭
が
本
来
、
土
豪
細
田
に
賦
課
さ

れ
た
分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
辰
田
芳
雄
氏
）
21
（

は
大
山
荘
に

お
い
て
守
護
役
の
本
所
半
分
・
地
下
半
分
負
担
原
則
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

史
料
中
で
「
地
下
半
分
立
用
」
と
あ
る
の
は
、
右
の
原
則
に
よ
る
も
の
と
理
解

し
て
間
違
い
な
い
が
、
本
来
百
姓
等
が
負
担
す
る
は
ず
の
「
地
下
半
分
」
負
担

を
、
細
田
に
請
け
負
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
除
分
と
し
て
処
理
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

細
田
の
後
に
西
田
井
村
に
進
出
し
た
高
畠
に
対
し
て
も
、
同
様
の
負
担
処
理

が
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
３
）
22
（

】（
割
注
は
〈 

〉
内
、
朱
筆
は
『 

』
内
、
以
下
同
）

　
　

三
石
五
斗
六
升
三
合
〈
代
二
貫
九
百
六
十
九
文
〉

『
高
畠
百
姓
役
ニ
可
出
之
処
ニ
為
寺
家
之
、
弁
之

畢
、
四
町
七
反
分
也
、』

高
畠
方
自
分
未
進
ヲ
一
院
谷
百
姓
引
違
分
ニ
是
給
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者
也
、

　

右
は
、
同
じ
く
大
山
荘
算
用
状
に
お
け
る
除
分
の
項
目
で
あ
る
。
地
の
文
は

大
山
荘
代
官
が
記
し
た
も
の
で
、
朱
筆
の
箇
所
は
東
寺
の
代
官
が
書
き
加
え
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
院
谷
百
姓
等
が
受
給
し
た
三
石
五

斗
六
升
三
合
分
は
、
本
来
は
高
畠
が
「
百
姓
役
」
と
し
て
支
払
う
義
務
が
あ
っ

た
分
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
高
畠
の
負
担
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
単

に
代
官
の
処
理
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
高
畠
に
未
進
分
を
請
け
負
わ
せ
よ
う

と
い
う
百
姓
等
の
要
求
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
の
史
料
に
お

い
て
、
守
護
役
が
細
田
負
担
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
一
院
谷
百
姓
等
が
土
豪
細
田
・
高
畠
に
請
け
負
わ
せ
る
事
で
、
実
質
的
に

本
所
半
分
土
豪
半
分
負
担
と
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。

　

一
院
谷
百
姓
等
が
右
の
よ
う
な
負
担
要
求
を
高
畠
に
行
っ
て
い
た
点
は
、
次

の
史
料
か
ら
も
窺
え
る
。

【
史
料
４）
23
（

】（
注
記
の
な
い
限
り
「 

」
内
は
異
筆
、
以
下
同
）

畏
申
上
候
、

抑
段
銭
事
、
人
を
の
ほ
せ
申
候
て
、
免
状
を
待
申
候
処
候
、
無
其
儀
候
て

罷
下
候
、
地
下
迷
惑
仕
候
、
さ
候
間
、
①
堅
自
奉
行
方
催
促
候
之
間
、
先

国
に
て
且
納
を
仕
候
間
、
重
而
注
進
申
候
、
国
納
御
請
取
者
可
給
候
哉
、

②
就
中
、
高
畠
方
段
銭
ふ
さ
た
候
之
間
、
さ
た
め
て
さ
や
う
の
事
に
使
な

と
入
へ
く
候
、
寺
家
さ
ま
よ
り
料
足
御
下
候
て
、
御
さ
た
候
ハ
て
ハ
い

か
ゝ
と
存
候
、
為
其
、
態
注
進
申
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
院
谷

　
　
　

十
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　

御
百
姓
等

「
康
正
二　

十　

十
八
」

　
　

大
山
庄
御
代
官

　
　
　
　
　
　

政
所
殿

　

右
の
大
山
荘
一
院
谷
百
姓
等
申
状
は
、
康
正
二
年
に
比
定
さ
れ
る
。
異
筆
で

記
さ
れ
て
い
る
日
付
は
、
宛
先
の
大
山
荘
代
官
政
所
に
届
い
た
日
付
と
考
え
ら

れ
る
。
概
要
は
、
段
銭
の
免
状
を
待
機
し
て
い
る
が
東
寺
か
ら
下
さ
れ
な
い
た

め
、「
地
下
迷
惑
」
＝
百
姓
等
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
る
内
容
で

あ
る
。
①
で
は
、「
厳
し
く
（
守
護
の
）
奉
行
方
か
ら
催
促
さ
れ
た
の
で
、
ま

ず
大
山
荘
現
地
で
（
段
銭
を
）
納
め
た
の
で
、
重
ね
て
注
進
す
る
。
大
山
荘
で

納
め
て
（
守
護
が
）
受
け
取
っ
た
分
は
請
取
状
を
発
給
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
る
。

そ
し
て
、
②
で
は
「
特
に
、
高
畠
方
は
段
銭
を
支
払
っ
て
い
な
い
の
で
、
必
ず

そ
の
よ
う
な
こ
と
（
＝
高
畠
方
）
に
対
し
て
使
な
ど
を
派
遣
す
る
べ
き
で
あ
る
」

と
あ
る
。
百
姓
等
は
守
護
へ
の
負
担
分
の
支
給
と
、
段
銭
を
支
払
っ
て
い
な
い

土
豪
高
畠
に
（
守
護
方
の
）
使
者
を
派
遣
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
お
り
、
百
姓

等
が
土
豪
高
畠
に
未
進
を
請
け
負
わ
せ
よ
う
と
す
る
要
求
が
明
確
に
読
み
取
れ

る
。

　

高
畠
が
大
山
荘
西
田
井
村
に
進
出
し
た
後
、「
南
端
方
」、「
西
方
」、「
新
藤

方
」
と
い
っ
た
土
豪
も
大
山
荘
の
西
田
井
村
に
進
出
す
る
よ
う
に
な
る
。

【
史
料
５）
24
（

】

（
端
裏
書
）「﹇　
　
　
　
　
　

﹈
検
張　

享
徳
三
『
分
』」

　

注
進　

丹
波
国
大
山
庄
西
田
井
内
検
之
事
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合

上
町　

壱
町
九
段
十
五
代

中
町　

壱
町
九
段

下
町　

壱
町
八
段
卅
五
代

池
内　

壱
町
卅
代

　
　

以
上
六
町
七
反
卅
代
之
内

除　

卅
代　
　

稲
荷
田　
　

弐
段　

井
料
田

　
　

五
反　
　

池

　
　
　

以
上
柒
段
卅
代
引
之
、

　
　

残
六
町
之
内

四
町
四
段
廿
代　
　
　

高
畠
方
作
分

　
　
　

分
米
五
石
五
斗

　

壱
段
五
反
卅
代　
　
　
　
　
　
　

散
在
百
姓
分

上
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
町　
　
　
　
　

湯
屋

一
反　

七
升　

左
衛
門　
　
　
　
　

一
反　

一
斗
五
升　

掃
部

上
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
町

一
反　

一
斗
五
升　

左
衛
門
太
郎　

一
反　

一
斗
五
升　

道
順

上
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
町

二
反　

四
斗　

南
端
方　
　
　
　
　

一
反　

一
斗
五
升　

左
衛
門

中
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
町

一
反　

一
斗
七
升　

西
方　
　
　
　

一
反　

一
斗
七
升　

大
夫
大
郎

中
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
町

一
反　

一
斗
七
升　

左
衛
門　
　
　

一
反　

二
斗　
　
　

随
蔵
主

中
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
町

一
反　

一
斗
八
升　

新
藤
方　
　
　

一
反　

七
斗
七
升　

左
衛
門

池
内　
　
　
　
　

堀
田　
　
　
　
　

池
内

一
反　

一
斗
七
升　

孫
三
郎　
　
　

 

一
反
卅
代　

二
斗
八
升　

道
久
（
以

下
略
）

　

右
の
内
検
帳
の
対
象
年
度
は
享
徳
三
年
で
あ
る
こ
と
が
端
裏
書
に
書
か
れ
て

い
る
よ
う
に
、
享
徳
年
間
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。「
四
町
四
段
廿
代
」

は
「
高
畠
方
作
分
」
と
さ
れ
、
そ
の
残
り
が
、「
散
在
百
姓
分
」
と
し
て
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
西
田
井
村
の
上
町
に
南
端
方
、
中
町
に
西
方
と
新
藤
方

が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
高
畠
の
他
に
も
土
豪
が
進
出
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

　

こ
の
新
藤
は
「
進
藤
」
と
も
記
さ
れ
）
25
（

、
大
山
荘
代
官
に
任
じ
ら
れ
た
時
期
も

あ
る
）
26
（

。
次
の
史
料
は
、
進
藤
が
代
官
で
あ
っ
た
時
に
生
じ
た
問
題
を
記
し
た
も

の
で
あ
る
。

【
史
料
６）
27
（

】
返
々
、
此
分
よ
く
〳
〵
御
申
候
て
被
下
候
へ
く
候
、
又
我
々
つ
か
い
候

入
目
、
く
わ
分
に
候
、
今
し
る
し
候
て
可
進
之
候
へ
共
、
と
て
も
春
三

日
す
き
候
ハ
ヽ
罷
可
上
候
間
、
其
時
申
入
候
へ
く
候
、
若
、
正
本
御
本

書
入
目
共
御
ふ
ん
候
ハ
ヽ
、
引
合
申
候
て
、
す
ま
し
可
申
候
、

御
公
用
ち
う
も
ん
の
事

拾
貫
文　
　
　

大
方
分



室町末・戦国初期における土豪と百姓

（281）778

弐
貫
文　
　
　

執
行
分

一
貫
文　
　
　

小
行
事
分

弐
貫
参
百
〈
物
部
方
〉　
　

礼
銭

　

以
上　

足
ハ
先
細
御
請
取
ま
へ
也
、

参
石
八
斗
四
升
四
合
、
足
ハ
先
代
官
進
藤
方
細
候
分
、
御
百
し
や
う
ち
き

に
御
わ
ひ
事
申
候
処
、
御
公
用
ニ
御
立
候
て
可
被
下
由
、
御
状
被
下
候
間
、

国
之
わ
し
七
升
仕
候
間
、
五
貫
四
百
九
十
文
に
て
、
よ
く
〳
〵
御
さ
ん
用

候
へ
く
候
、
又
先
代
官
進
藤
時
、
し
ゆ
こ
夫
を
ま
つ
百
し
や
う
ひ
き
ち
か

へ
候
て
仕
候
へ
と
申
候
間
、
く
わ
分
に
ひ
き
ち
か
へ
候
間
、
御
立
候
て
被

下
候
へ
と
申
候
へ
共
、
御
せ
う
い
ん
無
候
間
、
一
た
う
参
仕
候
て
わ
ひ
事

可
申
由
、
く
わ
た
て
候
と
き
こ
へ
候
間
、
色
々
申
候
て
、
三
貫
の
分
申
候

て
、
と
ら
せ
候
ハ
ん
す
る
由
申
候
て
、
ま
つ
と
ゝ
め
を
き
候
、
其
分
御
ふ

ち
候
様
ニ
御
申
候
て
可
然
候
、
た
ゝ
さ
い
そ
く
仕
候
ハ
ヽ
、
一
足
う
せ
候

へ
く
候
、
う
せ
候
ヘ
ハ
料
足
も
御
そ
ん
に
な
り
、
又
田
地
共
あ
れ
候
て
ハ

不
可
然
候
、
よ
く
〳
〵
御
し
安
候
て
御
返
事
承
候
て
、
か
た
く
さ
い
そ
く

仕
候
へ
く
候
、（
中
略
）

　
　
　

十
二
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
基
（
花
押
）

　
　

か
ん
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所

　
　

公
文
所
殿

　

右
の
史
料
は
、
大
山
荘
代
官
中
沢
元
基
に
よ
る
東
寺
公
文
所
と
か
ん
衛
門
）
28
（

に

宛
て
た
書
状
で
あ
る
。
傍
線
部
に
注
目
し
た
い
。「
ま
た
、
以
前
の
代
官
進
藤

の
時
、
守
護
夫
を
ま
ず
百
姓
が
立
て
替
え
る
よ
う
に
と
（
進
藤
が
）
申
し
付
け

る
の
で
、（
ま
た
、
百
姓
等
は
守
護
夫
を
）
多
め
に
立
て
替
え
た
の
で
、（
こ
の

分
を
代
官
進
藤
が
）
立
て
替
え
て
支
給
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
（
百
姓
等

が
）
申
し
た
が
、（
代
官
進
藤
の
）
御
承
引
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、（
百
姓

等
の
）
一
同
が
参
仕
し
て
侘
言
を
（
東
寺
へ
）
申
す
つ
も
り
で
あ
る
と
、
企
図

し
て
い
る
と
聞
い
た
」
と
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
よ
り
、
進

藤
が
百
姓
に
立
て
替
え
を
要
求
し
、
百
姓
が
過
分
に
立
て
替
え
て
進
藤
に
支
払

い
を
要
請
し
た
が
、
進
藤
は
承
知
し
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
件
は
、

代
官
が
中
沢
元
基
に
交
代
し
た
後
も
尾
を
引
い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
こ
の
時

期
の
守
護
夫
費
用
を
誰
が
負
担
す
る
か
と
い
う
問
題
が
、
大
山
荘
に
お
い
て
深

く
根
を
下
ろ
し
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
百
姓
等
が
、
当
然
代
官

進
藤
が
負
担
す
る
も
の
と
の
態
度
を
明
確
に
し
て
い
る
点
は
、
先
の
史
料
で
み

ら
れ
る
高
畠
へ
の
百
姓
の
負
担
要
求
と
共
通
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
土
豪
で
あ
る
細
田
、
高
畠
、
進
藤
に
対
し
て
は
、
守
護
役

を
含
む
荘
園
制
的
負
担
を
負
う
義
務
が
生
じ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
こ
の
義
務

か
ら
逸
脱
し
た
と
き
は
、
百
姓
等
が
そ
の
負
担
へ
と
引
き
戻
そ
う
と
す
る
圧
力

が
あ
っ
た
点
が
確
認
で
き
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
室
町
末
期
の
大
山
荘
に

関
す
る
従
来
の
研
究
は
、
荘
園
領
主
で
あ
る
東
寺
と
、
土
豪
の
二
者
の
拮
抗
の

中
で
荘
園
領
主
支
配
が
衰
退
し
て
い
く
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
位
置
付
け

は
間
違
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
百
姓
の
動
向
が
視
野
か
ら
外
れ
て
し
ま

う
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。
従
来
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
の
時
期
の
大
山

荘
百
姓
に
つ
い
て
史
料
を
検
討
す
る
と
、
百
姓
等
自
身
も
土
豪
に
対
し
て
荘
園
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制
的
諸
負
担
を
一
百
姓
と
し
て
負
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
こ
と
が
明
確
に
読

み
取
れ
る
。

　

土
豪
が
出
現
し
て
か
ら
も
す
ぐ
に
荘
園
領
主
支
配
が
衰
退
に
向
か
わ
な
か
っ

た
要
因
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
荘
園
制
的
秩
序
を
利
用
し
た
百
姓
等

に
よ
る
土
豪
へ
の
規
制
（
下
か
ら
の
荘
園
制
的
規
制
）
が
あ
っ
た
点
を
考
慮
に

入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
影
響
を
検
証
す
る
こ
と
が
、
次
の
課
題
で

あ
る
。

二
　
山
城
国
久
世
荘
に
お
け
る
土
豪
と
百
姓

１
　
久
世
荘
に
お
け
る
土
豪
の
評
価

　

前
章
で
検
討
し
た
大
山
荘
の
土
豪
と
百
姓
と
の
関
係
は
、
山
城
国
久
世
荘
に

お
い
て
も
み
ら
れ
る
の
で
、
本
章
で
検
討
す
る
。
久
世
荘
は
、
日
本
中
世
史
研

究
に
お
い
て
著
名
な
荘
園
で
あ
り
、
近
年
ま
で
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
が
精
緻

化
し
て
い
る
。
通
史
）
29
（

な
ど
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
に
譲
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ

で
は
本
論
に
必
要
な
範
囲
で
本
荘
園
の
概
要
を
把
握
し
て
お
こ
う
。
久
世
荘
は

現
在
の
京
都
市
南
区
の
桂
側
右
岸
に
位
置
し
、
東
寺
領
は
上
久
世
荘
・
下
久
世

荘
か
ら
な
る
。
久
世
荘
に
お
け
る
土
豪
の
出
現
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
上
島
有
氏
）
30
（

が
基
礎
的
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
以
下
⑴
〜
⑶
は
そ
の
概
要
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。

⑴　

室
町
時
代
の
上
久
世
荘
で
は
、
年
貢
の
減
免
・
井
料
の
下
行
な
ど
に
つ
い

て
「
名
主
百
姓
」
が
申
状
を
作
成
し
、
荘
園
領
主
東
寺
に
要
求
し
て
い
る
。

長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
に
上
久
世
荘
侍
分
二
一
人
・
地
下
分
八
五
人
、

下
久
世
荘
侍
分
一
一
人
、
地
下
分
五
六
人
の
計
一
七
三
人
が
連
署
し
て
、

土
一
揆
に
与
力
同
心
し
な
い
旨
を
誓
っ
た
起
請
文
）
31
（

を
境
に
し
て
百
姓
申
状

が
姿
を
消
す
。

⑵　

以
後
、数
名
（
と
き
に
は
一
〇
数
名
）
の
年
寄
衆
の
み
が
連
署
し
た
書
状
・

請
文
あ
る
い
は
起
請
文
（
上
島
氏
が
「
年
寄
衆
連
署
状
」
と
呼
ぶ
も
の
）

が
一
般
化
す
る
。

⑶　

年
寄
衆
の
組
織
と
秩
序
は
、
文
明
│
永
正
段
階
を
頂
点
と
し
て
、
そ
れ
以

後
漸
次
衰
退
す
る
。
こ
の
原
因
は
、
侍
衆
の
武
家
な
ど
へ
の
被
官
化
が
あ

る
と
さ
れ
る
。

　

以
上
か
ら
、
年
寄
衆
（
侍
衆
）
は
室
町
時
代
と
比
較
し
て
戦
国
時
代
に
荘
内

で
経
済
的
・
政
治
的
地
位
が
「
強
大
化
」
し
た
と
い
う
の
が
、
上
島
氏
の
見
解

で
あ
る
。
同
じ
く
久
世
荘
に
お
け
る
年
寄
衆
（
侍
衆
）
に
対
す
る
評
価
は
、
久

世
荘
に
お
け
る
名
主
職
を
検
討
し
た
久
留
島
典
子
氏
の
研
究
）
32
（

も
関
連
す
る
。
氏

の
研
究
は
次
の
⑴
〜
⑶
の
よ
う
で
あ
る
。

⑴　

室
町
後
期
か
ら
荘
外
の
高
利
貸
資
本
に
流
出
し
た
名
主
職
（
加
地
子
収
取

権
）
が
荘
内
の
侍
衆
・
公
文
に
よ
っ
て
買
い
戻
し
・
集
積
さ
れ
、
荘
内
で

は
名
主
│
作
人
の
収
取
関
係
が
広
く
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
。

⑵　

侍
衆
・
公
文
と
百
姓
の
間
に
は
支
配
隷
属
関
係
が
進
行
す
る
と
同
時
に
、

対
立
関
係
が
深
ま
る
。

⑶　

侍
衆
・
公
文
ら
地
下
名
主
層
を
中
心
に
本
年
貢
の
未
進
が
増
加
、
侍
衆
・

公
文
が
成
長
す
る
に
つ
れ
て
東
寺
の
久
世
荘
支
配
は
弱
体
化
す
る
。
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以
上
か
ら
、
久
留
島
氏
も
侍
衆
・
公
文
が
百
姓
を
「
支
配
隷
属
」
し
荘
園
支

配
を
弱
体
化
さ
せ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
し
か
し
、
久
留
島
氏
の
見
解
を
踏
ま

え
て
も
、
侍
衆
が
長
禄
三
年
の
久
世
上
下
荘
百
姓
等
連
署
起
請
文
の
よ
う
に
明

確
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、「
年
寄
衆
連
署
状
」
が
み
ら
れ
な
く
な
る

（
上
島
氏
に
よ
れ
ば
永
正
期
）
ま
で
東
寺
の
上
久
世
荘
支
配
が
存
続
し
て
い
る

点
は
否
定
で
き
な
い
。
大
山
氏
・
小
林
氏
の
大
山
荘
に
お
け
る
土
豪
の
評
価
と

同
じ
よ
う
に
、
上
島
氏
・
久
留
島
氏
の
久
世
荘
に
お
け
る
土
豪
の
評
価
も
、
荘

園
内
に
お
け
る
土
豪
の
優
越
性
と
、
荘
園
支
配
の
衰
退
と
の
関
連
を
積
極
的
に

認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
室
町
末
〜
戦
国
初
期
に
お
け
る
土
豪
の
評
価
は

大
山
荘
、
久
世
荘
と
も
に
大
差
な
い
と
い
え
る
が
、
こ
の
間
の
久
世
荘
百
姓
の

動
向
に
つ
い
て
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
右
の
課
題
を
踏
ま
え
、
久
世
荘
に
お

け
る
侍
衆
と
百
姓
の
関
係
を
中
心
に
検
討
を
行
い
た
い
。

２
　
上
久
世
荘
に
お
け
る
土
豪
と
百
姓

　

東
寺
領
久
世
荘
を
構
成
す
る
上
久
世
荘
・
下
久
世
荘
の
う
ち
、
ま
ず
上
久
世

荘
か
ら
検
討
を
行
う
。
上
島
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
長
禄
期
頃
か
ら
上
久
世
荘

に
お
い
て
百
姓
申
状
は
み
ら
れ
な
く
な
る
が
、
公
文
で
あ
る
寒
川
氏
の
関
係
史

料
は
数
多
く
遺
さ
れ
て
い
る
。
寒
川
氏
は
上
久
世
荘
の
侍
衆
で
も
あ
り
）
33
（

、
寒
川

氏
が
作
成
し
た
文
書
に
は
百
姓
に
関
す
る
内
容
も
数
多
く
含
ま
れ
る
。
ま
ず
初

め
に
取
り
上
げ
る
史
料
は
、
そ
の
中
で
も
寒
川
氏
と
百
姓
と
の
関
係
が
窺
え
る

点
で
注
目
す
べ
き
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
７
）
34
（

】

御
普
請
料
八
貫
五
百
文
、
可
致
奔
走
之
由
、
地
下
江
申
付
候
之
処
、
当
年

之
事
者
、
就
風
損
之
儀
、
御
百
性
等
無
力
過
法
式
候
条
、
有
限
御
本
役
等

之
事
さ
へ
迷
惑
仕
候
上
、
臨
時
之
儀
雖
被
仰
付
候
、
聊
緩
怠
ニ
て
ハ
候
ハ

ね
共
、
堅
御
侘
事
可
申
之
通
申
候
、
可
有
如
何
候
事
ニ
候
之
哉
、
所
詮
、

先
御
年
貢
寺
納
之
前
者
、
御
催
促
御
延
引
候
者
、
可
然
候
哉
と
存
候
、
庄

家
之
事
不
可
有
其
隠
候
間
申
候
、
以
外
な
る
式
共
候
、
百
姓
地
下
ニ
堪
忍

仕
候
様
之
御
成
敗
本
望
候
、
此
等
之
趣
、
可
有
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言
、

「
文
明
十
八
」　　
　
　
　
　

寒
川
太
郎
三
郎

　
　
　
　
　
　
　

拾
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
光
（
花
押
）

　
　
　
　
　

公
文
所　

御
坊

　

文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
に
作
成
さ
れ
た
こ
の
書
状
は
、
上
久
世
荘
公
文

の
寒
川
家
光
が
「
御
普
請
料
八
貫
五
百
文
」
の
催
促
延
引
を
東
寺
公
文
所
に
求

め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
傍
線
部
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
箇
所
は
、
寒

川
が
「
御
普
請
料
八
貫
五
百
文
」
の
弁
済
を
地
下
に
申
し
付
け
た
際
、
地
下
（
百

姓
）
か
ら
の
返
事
を
引
用
し
た
箇
所
に
あ
た
る
。
そ
の
内
容
は
、「
今
年
は
、

風
損
に
つ
き
、
御
百
姓
等
の
困
窮
は
甚
だ
し
く
、
限
り
あ
る
御
本
役
の
こ
と
さ

え
（
百
姓
等
に
）
支
障
を
き
た
し
て
い
る
上
、
臨
時
役
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
と

し
て
も
、い
さ
さ
か
も
ゆ
る
が
せ
に
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、し
っ
か
り
と
（
東

寺
に
こ
の
こ
と
の
）
侘
言
を
申
し
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
（
百
姓
等
が
寒
川

に
）
申
し
た
」
と
あ
る
。
傍
線
部
以
降
の
箇
所
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の

書
状
で
寒
川
が
東
寺
公
文
所
に
「
御
普
請
料
八
貫
五
百
文
」
の
催
促
延
引
を
申
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し
入
れ
る
直
接
の
理
由
は
、
百
姓
等
か
ら
の
訴
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

こ
か
ら
寒
川
が
百
姓
等
の
意
向
を
無
視
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
点
が
確
認
で

き
る
。

　

次
の
史
料
も
寒
川
と
百
姓
の
関
係
を
検
討
す
る
点
で
重
要
で
あ
る
。

【
史
料
８
）
35
（

】
と
く
ら
跡
高
分
、
先
度
注
進
候
つ
る
、
少
相
違
あ
る
へ
く
候
、
又

ふ
け
方
ハ
直
納
申
候
間
、
此
方
に
て
ハ
算
用
不
仕
候
、

上
久
世
庄
名
主
分
御
年
貢
米
算
用
・
徴
符
調
上
申
候
、
定
而
可
有
相
違
之

儀
候
間
、
可
承
候
、
次
東
田
井
損
免
事
、
昨
日
七
斗
御
下
行
候
、
雖
然
、

余
少
分
之
間
、
一
石
分
下
行
仕
候
、
於
無
御
同
心
者
、
拙
者
弁
可
申
候
、

①
将
又
、
去
年
算
用
之
儀
、
百
姓
兎
角
申
候
て
、
不
致
同
心
候
、
自
家
来
、

急
度
可
被
仰
事
、
可
然
存
候
、
②
於
拙
者
、
更
々
御
等
閑
不
存
候
、
年
内

者
、
無
余
日
事
候
者
、
い
か
ゝ
可
有
候
哉
、
不
可
過
御
思
案
候
、
恐
々
謹

言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
文

　
　

十
二
月
十
一
日　
　
　
　

家
光
（
花
押
）

公
文
所
法
眼

　
　
　
　
　

御
坊

　

年
未
詳
で
あ
る
が
、
作
成
者
寒
川
家
光
が
上
久
世
荘
の
公
文
で
あ
っ
た
十
五

世
紀
後
半
頃
に
比
定
で
き
る
。
傍
線
部
①
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
書
状
で
は
、

上
久
世
荘
に
お
け
る
年
貢
収
納
に
関
わ
る
、
算
用
状
・
未
進
徴
符
作
成
が
問
題

と
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
「
去
年
」
分
に
関
し
て
は
、
百
姓
等
の
同
意
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
②
寒
川
自
身
が
決
し
て
な
お
ざ
り
に

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
東
寺
へ
釈
明
し
て
い
る
。
年
貢
収
納
に
お
い
て

は
百
姓
等
の
同
意
を
必
要
と
し
て
い
た
、
両
者
の
関
係
が
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ

う
。

　

公
文
寒
川
の
ほ
か
に
も
、
上
久
世
荘
に
は
利
倉
、
和
田
な
ど
の
姓
を
冠
す
る

侍
衆
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
）
36
（

が
、
彼
ら
と
百
姓
と
の
関
係
も
史
料
か
ら
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
次
の
史
料
を
参
照
し
よ
う
。

【
史
料
９
）
37
（

】

昨
日
者
以
西
迄
委
細
申
所
候
本
望
之
至
候
、
仍
壬
月
之
御
公
事
之
儀
預
御

返
事
候
、
先
以
畏
入
候
、
次
今
日
御
旬
之
事
名
主
分
ヲ
相
触
候
、
百
姓
之

前
ヲ
堅
申
候
へ
共
何
と
成
候
へ
今
日
者
不
相
調
候
、
以
御
調
儀
重
而
可
被

仰
付
候
哉
、
□
我
々
非
如
在
之
儀
候
、
恐
々
謹
言
、

文
亀
二

　

九
月
廿
九
日　
　
　
　

昌
玄
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞
次
（
花
押
）

上
使
御
僧　

ま
い
る

　

文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
に
作
成
さ
れ
た
こ
の
書
状
は
、
侍
衆
で
あ
る
利
倉

昌
玄
・
和
田
貞
次
に
よ
り
作
成
さ
れ
、
東
寺
の
上
使
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
傍
線
部
に
よ
れ
ば
、「
御
旬
之
事
」
と
い
う
負
担
）
38
（

に
関
し
、
利
倉
・
和
田

は
費
用
負
担
を
百
姓
に
命
じ
た
が
、
う
ま
く
い
か
ず
今
日
は
調
達
で
き
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
侍
衆
が
百
姓
に
対
す
る
負
担
を
命
じ
た
と
こ
ろ
で
、
す

ぐ
に
費
用
が
調
達
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
こ
の
史
料
か
ら
読
み
取
る
こ
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と
が
で
き
る
が
、
そ
の
要
因
・
背
景
を
知
る
上
で
重
要
な
の
は
、
こ
の
お
よ
そ

二
ヶ
月
前
、
上
久
世
荘
の
百
姓
等
は
東
寺
へ
申
状
を
提
出
し
て
い
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
こ
の
申
状
を
次
に
引
用
し
た
。

【
史
料
）
39
（

10
】

長
日
之
御
公
事
人
夫
之
事
、
閏
六
月
分
ヲ
可
被
召
使
之
由
被
仰
出
候
、
迷

惑
仕
候
、
閏
五
月
六
月
ニ
候
之
時
者
、
自
先
規
御
公
事
を
不
仕
候
、
定
而

可
有
御
存
知
候
之
処
、至
当
年
如
此
被
仰
下
候
、各
御
侘
事
申
候
、如
先
々

ニ
候
者
可
畏
入
候
、
恐
々
謹
言
、

文
亀
二　
　
　
　
　

上
久
世
庄

　

七
月
廿
四
日　
　
　
　

御
百
性

公
文
所
殿　

御
坊

　

右
の
史
料
の
作
成
主
体
は
「
上
久
世
荘　

御
百
性
（
姓
）」
と
さ
れ
、
主
な

内
容
は
閏
六
月
分
の
「
長
日
之
御
公
事
人
夫
」
の
徴
発
を
や
め
る
よ
う
訴
え
る

も
の
で
あ
る
。「
迷
惑
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
公
事
人
夫
の
徴
発
が
百
姓

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
史

料
９

に
お
い
て
利
倉
昌
玄
・
和
田
貞
次
が
百
姓
に
負
担
を
命
じ
て
も
調
わ
な

か
っ
た
要
因
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
の
公
事
人
夫
負
担
を
調
達
す

る
に
は
、
百
姓
等
の
合
意
が
侍
衆
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
検
討
か
ら
、
公
文
寒
川
や
利
倉
ら
侍
衆
は
、
荘
園
諸
負
担
に
関
し
て

百
姓
等
の
同
意
を
必
要
不
可
欠
と
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
侍
衆
と
百

姓
等
と
は
一
面
対
等
な
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。

３
　
上
久
世
荘
未
進
徴
符
に
お
け
る
侍
の
表
記

　

前
節
の
検
討
は
、
主
に
荘
園
諸
負
担
を
め
ぐ
る
侍
衆
と
百
姓
の
関
係
で
あ
っ

た
が
、
史
料
の
制
約
の
た
め
侍
衆
と
百
姓
の
関
係
を
断
片
的
に
し
か
知
り
得
な

い
と
い
う
問
題
点
も
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
室
町
後
期
〜
戦
国
期
を
連
続

し
て
、
両
者
の
関
係
を
検
討
し
得
る
素
材
と
し
て
、
こ
こ
で
は
上
久
世
荘
未
進

徴
符
を
取
り
上
げ
る
。
上
久
世
荘
に
お
い
て
算
用
状
・
未
進
徴
符
が
数
多
く
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
取
り
上
げ
た
研
究
も
数
多
く

あ
る
が
、
今
後
さ
ら
に
定
量
的
に
分
析
す
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。
特
に
未

進
徴
符
に
つ
い
て
は
、
概
要
に
言
及
す
る
だ
け
で
留
ま
る
も
の
も
多
く
、
検
討

の
余
地
が
あ
る
。

　

今
回
は
、
久
世
荘
の
年
貢
米
未
進
徴
符
に
お
い
て
敬
称
「
方
」
が
つ
く
人
物

を
集
計
し
た
。
時
期
は
、
侍
衆
が
史
料
上
に
は
っ
き
り
と
現
れ
る
よ
う
に
な
る

長
禄
三
年
以
降
を
対
象
と
し
、
そ
の
結
果
が
表
１
（
上
久
世
荘
）・
表
２
（
下

久
世
荘
）
で
あ
る
。
表
１
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
①
長
禄
三
年
か
ら
明
応
九
年

（
一
五
〇
〇
）
ま
で
の
間
、「
方
」
の
つ
い
た
人
物
が
未
進
徴
符
に
現
れ
る
件
数

は
、
ほ
ぼ
〇
件
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
②
文
明
一
八
年
に
九
人
に
「
方
」
が
つ

い
て
い
る
点
は
、
①
の
唯
一
の
例
外
と
し
て
特
異
な
現
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、

そ
し
て
③
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
以
降
は
急
に
「
方
」
の
つ
い
て
い
る
人
物

が
未
進
徴
符
上
に
増
え
始
め
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
未
進
徴
符
の
作
成
者
を
調

査
し
た
結
果
も
掲
載
し
て
い
る
が
、
一
五
世
紀
後
半
の
大
半
が
寒
川
光
康
、
家

光
の
二
人
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
作
成
者
が
文
明
一
六
年
（
一
四
八
四
）

に
光
康
か
ら
家
光
へ
移
行
し
て
も
、
①
の
傾
向
は
特
に
変
化
し
て
い
な
い
点
に
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も
注
目
で
き
る
。

　

な
お
、
参
考
ま
で
に
表
２
（
下

久
世
荘
）
に
お
い
て
は
、「
方
」

の
つ
い
た
侍
数
が
明
応
四
年
頃
か

ら
二
桁
台
に
推
移
し
、
十
五
世
紀

末
に
か
け
増
加
し
て
い
る
。「
方
」

の
つ
く
侍
数
が
増
え
る
と
い
う
傾

向
で
は
上
久
世
荘
と
似
て
い
る
と

い
え
る
。
一
方
、「
方
」
の
つ
い

た
侍
数
は
上
久
世
荘
の
よ
う
に
０

件
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
少
な
く

と
も
一
人
は
「
方
」
が
つ
く
人
物

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
内

容
、
特
に
上
久
世
荘
は
、
先
行
研

究
に
お
い
て
も
言
及
・
説
明
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
本
稿
が
初
め
て

見
出
し
た
特
徴
で
あ
る
。

　

①
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
検
討

し
た
い
。
上
久
世
荘
の
未
進
徴
符

に
現
れ
る
人
物
に
は
、
侍
衆
と
わ

か
る
人
物
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
が
、「
方
」
と
い
う
敬

表１：上久世荘において未進をする侍（「…方」）数（長禄３年〈1459〉以降）
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称
は
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、

下
久
世
荘
の
侍
衆
で
あ
る
岡
氏
は
、
上

久
世
荘
に
も
出
作
し
て
い
る
が
、
上
久

世
荘
の
未
進
徴
符
に
お
い
て
は
敬
称

「
方
」
を
つ
け
ず
に
「
岡
」
と
だ
け
表

記
さ
れ
る
）
40
（

。
一
方
、
下
久
世
荘
の
未
進

徴
符
で
は
岡
氏
に
は
敬
称
「
方
」
を
つ

け
て
表
記
さ
れ
て
い
る
）
41
（

よ
う
に
、
上
久

世
荘
未
進
徴
符
の
表
記
方
法
の
特
異
性

が
窺
え
る
。

　

次
に
、
②
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
こ

の
年
に
作
成
さ
れ
た
公
文
寒
川
家
光
に

よ
る
書
状
を
参
照
し
た
い
。

【
史
料
）
42
（
11
】

尚
々
、
小
三
郎
方
事
、

罷
上
御
侘
事
申
度
候
へ

共
、
取
乱
候
間
、
無
其
儀
候
、

就
御
使
当
庄
小
三
郎
前
之
事
、
来
廿
五
日
以
前
ニ
五
分
一
之
分
五
斗
、
寺

納
可
申
之
由
申
候
、
相
残
分
之
事
ハ
、
来
正
月
中
ま
て
預
御
扶
持
候
之
者
、

於
私
畏
入
可
存
候
、
若
又
無
沙
汰
仕
候
之
者
、
自
是
致
催
促
、
進
納
申
さ

す
へ
く
候
、
返
々
可
預
御
心
得
候
、
然
者
、
只
今
立
符
事
、
可
被
懸
御
意

候
、
次
御
公
事
て
う
ふ
の
事
、
今
度
自
国
之
惣
劇
候
て
、
于
今
不
調
候
之

間
、
今
明
日
間
ニ
可
進
候
、
次
先
度
五
分
一
之
如
注
文
、
寺
納
申
候
、
前

之
事
ハ
御
除
候
て
、
無
沙
汰
已
前
之
注
文
、
此
者
ニ
可
有
候
、
此
方
に
て

堅
可
申
付
候
、
事
々
恐
々
謹
言
、

「
文
明
十
八
」　　
　
　
　
　
　

寒
川
太
郎
三
郎

　
　
　
　
　
　

十
二
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　

家
光
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

庄
主

表２：下久世荘において未進をする侍
（「…方」）数（長禄３年〈1459〉以降）
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御
坊

　
　
　
　
　

公
文
書

　
　
　
　
　
　
　
　

御
坊

　

右
の
史
料
は
異
筆
で
は
あ
る
が
文
明
一
八
年
に
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
公
文

寒
川
の
書
状
で
あ
る
。
東
寺
公
文
所
に
宛
て
て
作
成
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
も
何
度

か
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
、
在
地
の
状
況
を
荘
園
領
主
に
報
告
す
る
、
公
文
の

典
型
的
な
書
状
で
あ
る
。
内
容
面
で
は
、
小
三
郎
前
（
小
三
郎
に
支
払
い
の
責

任
が
あ
る
）
未
進
の
処
理
に
つ
い
て
十
二
月
二
十
五
日
以
前
・
文
明
十
九
年
正

月
中
の
二
回
に
分
け
て
寺
納
す
る
と
寒
川
が
報
告
し
て
い
る
。
次
に
、「
御
公

事
て
う
ふ
の
事
」
に
話
題
が
移
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
公
事
銭
未
進
徴
符
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
他
の
東
寺
領
荘
園
と
同
様
に
、
上
久
世
荘
で
は
年
貢
米
未
進
徴

符
と
は
別
に
公
事
銭
の
未
進
徴
符
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、

こ
の
公
事
銭
未
進
徴
符
の
作
成
が
遅
れ
て
い
る
（「
于
今
不
調
候
」）
と
い
う
こ

と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
内
容
は
、
荘
園
関
係
文
書
で
は
珍
し
く

な
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
傍
線
部
に
着
目
し
た
い
。
寒
川
は
、
公
事
銭
未

進
徴
符
の
作
成
が
遅
れ
て
い
る
理
由
は
、「
自
国
之
惣
劇
」（
山
城
国
内
の
混
乱
）

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
史
料
が
作
成
さ
れ
る
前
年
、

文
明
十
七
年
の
年
末
か
ら
、
著
名
な
山
城
国
一
揆
が
発
生
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
一
揆
は
以
後
十
年
間
に
わ
た
り
続
い
た
が
、
先
行
研
究
）
43
（

に
よ
れ
ば
、
山
城

国
一
揆
と
は
別
に
乙
訓
郡
一
揆
が
結
ば
れ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
山
城
国
内

の
混
乱
を
、
公
文
寒
川
が
想
起
し
て
い
た
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。
史
料
上
の

制
約
か
ら
深
く
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
山
城
国
内
の
混

乱
と
い
う
一
時
的
な
要
因
に
よ
り
、
寒
川
の
荘
務
に
も
影
響
が
出
て
い
た
事
態

が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
文
明
十
八
年
分
の
上
久
世
荘
未
進
徴
符
に
お
い
て
、
敬
称
「
方
」
が

つ
く
人
物
九
名
の
詳
細
を
整
理
し
た
の
が
表
３
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
人
物
も
、

他
の
百
姓
、
な
い
し
侍
衆
の
請
人
で
あ
る
か
、
和
田
苗
字
を
冠
す
る
。
こ
の
よ

う
な
侍
衆
を
対
象
に
し
て
文
明
十
八
年
分
の
未
進
徴
符
上
で
敬
称
「
方
」
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
文
明
十
八
年
分
上
久
世

荘
未
進
徴
符
が
作
成
さ
れ
た
後
、
改

め
て
集
計
さ
れ
作
成
さ
れ
た
文
明
十

九
年
四
月
四
日
付
の
算
用
状
）
44
（

で
は
、

「
方
」
の
つ
く
人
物
は
見
当
た
ら
な
い
。

「
方
」
を
つ
け
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
様
式
上
の
変
化
は
、
実
に
一
過
性

の
現
象
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
当

時
の
公
文
寒
川
に
よ
る
未
進
処
理
の

仕
方
を
み
て
も
、「
方
」
の
つ
く
人

物
（
侍
衆
）
と
、
一
般
百
姓
と
の
間

で
、
こ
れ
と
い
っ
た
扱
い
の
差
は
見

当
た
ら
な
い
。
次
の
史
料
を
参
照
し

よ
う
。

表３：文明18年未進徴符において「方」がつく人物の詳細



室町末・戦国初期における土豪と百姓

（289）770

【
史
料
）
45
（

12
】

此
外
五
分
一
之
未
進
衆
、
来
年
正
月
中
さ
い
そ
く
仕
候
て
、
秋
よ

り
寺
納
可
申
候
、
此
由
可
然
様
ニ
御
披
露
憑
存
へ
く
候
、

利
倉
弥
五
郎
方
残
五
分
一
三
斗
、
同
二
郎
太
郎
五
分
一
八
斗
、
来
廿
五
日

ニ
、
私
よ
り
寺
納
可
申
候
、
此
分
可
然
様
ニ
御
披
露
候
て
、
先
〳
〵
た
ち

不
被
懸
御
意
候
ハ
ヽ
、
祝
着
に
候
、

一
、 

小
三
郎
前
之
事
、
五
分
一
残
未
進
之
内
六
斗
、
私
よ
り
来
廿
五
日
ニ

寺
納
可
申
候
、
此
分
御
心
得
憑
存
へ
く
候
、

一
、 

利
倉
式
部
方
之
五
分
一
分
残
未
進
内
弐
斗
、
こ
れ
も
私
よ
り
可
進
之

候
、
此
由
能
く
御
申
憑
存
へ
く
候
、
恐
々
謹
言
、

「
文
明
十
八
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寒
川

　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　

家
光
（
花
押
）

　
　
　

公
文
所

　
　
　
　
　

御
坊

　

こ
の
史
料
は
、
公
文
寒
川
家
光
が
文
明
十
八
年
に
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、

東
寺
公
文
所
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。
主
に
未
進
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
が
、

ま
ず
、
は
じ
め
の
一
つ
書
き
に
注
目
し
た
い
。
先
ほ
ど
も
史
料
で
現
れ
た
小
三

郎
の
未
進
に
つ
い
て
、「
五
分
一
残
未
進
」
に
つ
い
て
は
公
文
寒
川
が
来
月
二

十
五
日
に
代
納
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
次
の
一
つ
書
き
で
は
、
侍
衆
で
あ

る
「
利
倉
式
部
方
」
の
「
五
分
一
分
残
未
進
」
分
に
つ
い
て
も
、
公
文
寒
川
が

代
納
す
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
文
明
十
八
年
の
収
納
に

お
い
て
も
、
侍
衆
で
あ
っ
て
も
一
般
百
姓
で
あ
っ
て
も
公
文
寒
川
が
未
進
を
代

納
し
て
お
り
、
未
進
処
理
の
仕
方
は
同
じ
で
、
差
別
は
な
い
。
以
上
を
踏
ま
え

れ
ば
、
文
明
十
八
年
分
の
未
進
徴
符
に
「
方
」
が
つ
く
人
物
が
一
時
的
に
表
記

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
未
進
徴
符
に
お
け
る
様
式
上
の
変
化
と
い
う

以
上
の
特
筆
し
た
意
義
は
見
出
せ
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
③
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
以
降
は
急
に
「
方
」
の
つ
い
て
い

る
人
物
が
未
進
徴
符
上
に
増
え
始
め
る
と
い
う
点
は
、
結
論
か
ら
い
っ
て
②
の

様
式
以
上
の
、
上
久
世
荘
に
お
け
る
変
化
を
含
意
し
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
の

点
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
次
の
重
要
な
史
料
を
参
照
し
た
い
。

【
史
料
）
46
（
13
】

請
申
条
々

　

東
寺
八
幡
宮
領
上
久
世
庄
御
年
貢
〈
并
〉
公
事
銭
柴
以
下
事
、

一
、 

近
年
庄
家
之
御
年
貢
以
下
無
沙
汰
之
間
、
今
度
望
申
人
数
、
自
今
以

後
、
為
寺
家
之
御
被
官
、
別
而
抽
忠
節
、
御
年
貢
諸
公
事
物
等
、
堅

致
催
促
、
可
令
寺
納
事
、

一
、 

当
庄
井
料
損
免
等
、
近
年
寄
事
於
左
右
、
恐
申
上
之
間
、
毎
度
及
御

年
貢
之
違
乱
之
条
、
於
向
後
者
、
為
此
人
数
、
就
御
年
貢
之
寺
納
、

無
相
違
之
様
、
可
致
忠
節
事
、

一
、 

地
下
御
年
貢
以
下
無
沙
汰
之
時
、
如
先
規
以
廻
御
力
者
・
宮
仕
等
、

雖
有
御
催
促
、
近
年
百
姓
等
致
緩
怠
、
対
寺
家
之
御
使
、
致
狼
藉
之

間
、
於
向
後
者
、
為
此
人
数
寺
家
之
御
使
に
令
警
固
、
猶
有
致
緩
怠

之
族
者
、
令
成
敗
相
共
可
催
促
仕
事
、（
中
略
）

右
條
々
、
今
度
就
望
申
、
預
御
許
容
之
上
者
、
此
人
数
為
寺
家
之
御
被
官
、
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堅
守
此
旨
、
雖
為
一
事
、
不
可
致
違
犯
、
自
今
以
後
別
而
対
申
寺
家
様
不

存
不
忠
不
儀
毎
事
可
専
忠
節
万
一
雖
為
一
事
、
背
此
旨
申
者
、
可
罷
蒙

当
宮
八
幡
大
菩
薩
并
伽
藍
大
師
之
御
罰
各
々
身
上
者
也
、
仍
所
請
申
状
如

件
、

　

永
正
十
年
十
一
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　

利
倉
新
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
弘
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
孫
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
盛
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
小
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
貞
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
左
衛
門
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
長
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
倉
二
郎
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
盛
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寒
川
新
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
光
（
花
押
）

　

右
の
史
料
は
、
利
倉
安
弘
ら
侍
衆
の
請
文
で
あ
る
。
右
の
史
料
で
述
べ
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
、
ま
ず
一
条
目
で
「
近
年
上
久
世
荘
の
年
貢
以
下
が
無
沙
汰
で

あ
る
の
で
、
今
度
（
私
た
ち
が
）
申
請
す
る
人
数
は
、
今
よ
り
以
後
、
寺
家
の

御
被
官
と
し
て
、
格
別
忠
節
を
つ
く
し
、
御
年
貢
・
諸
公
事
物
な
ど
、
厳
し
く

催
促
し
、
寺
納
し
ま
す
」
と
あ
る
。
差
出
人
利
倉
新
二
郎
以
下
六
名
が
東
寺
被

官
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
原
因
に
は
上
久
世
荘
の
年
貢
納
入

の
滞
り
が
あ
る
と
分
か
る
。

　

次
に
、
三
条
目
に
お
い
て
、「
地
下
の
御
年
貢
以
下
が
無
沙
汰
の
時
、
先
例

の
よ
う
に
御
力
者
、
宮
司
な
ど
を
派
遣
し
て
、
御
催
促
が
あ
り
ま
し
た
が
、
近

年
は
百
姓
等
が
（
年
貢
納
入
を
）
怠
り
、
寺
家
の
御
使
者
に
対
し
、
狼
藉
を
は

た
ら
く
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
ち
に
お
い
て
は
、
こ
の
人
数
を
し
て
寺
家
の
御
使

者
を
警
護
さ
せ
、
そ
れ
で
も
（
年
貢
納
入
を
）
怠
る
も
の
は
処
罰
し
て
、（
年

貢
を
）
催
促
し
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
一
条
目
で
も
言
及

さ
れ
て
い
た
上
久
世
荘
の
年
貢
納
入
の
滞
り
の
実
態
は
、「
百
姓
等
」
に
よ
る

年
貢
納
入
拒
否
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

右
と
同
様
の
百
姓
に
よ
る
年
貢
納
入
拒
否
は
、
他
の
上
久
世
荘
関
係
史
料
か

ら
も
確
認
で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
一
六
世
紀
初
頭
で
あ
る
。

　

文
亀
元
年
に
東
寺
寺
僧
の
杲
琛
が
澤
蔵
軒
に
送
っ
た
書
状
）
47
（

で
は
、「
当
寺
八

幡
宮
領
上
久
世
庄
事
、
去
年
彼
庄
公
文
職
就
被
押
置
候
、
百
姓
等
寄
事
於
左
右
、

本
所
分
年
貢
令
難
渋
候
、」
と
あ
る
。「
公
文
職
就
被
押
置
候
」
と
あ
る
の
は
、

文
亀
元
年
九
月
、
細
川
政
元
が
公
文
寒
川
左
馬
允
知
行
分
の
上
久
世
荘
年
貢
公

事
以
下
の
抱
置
き
を
百
姓
中
に
命
じ
た
事
態
）
48
（

を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

百
姓
等
が
本
所
分
年
貢
の
納
入
を
滞
ら
せ
て
い
る
事
態
に
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

　

上
久
世
荘
の
年
貢
未
進
に
つ
い
て
、
三
上
定
長
が
東
寺
の
年
預
に
送
っ
た
書

状
）
49
（

で
は
、「
名
主
百
姓
中
菟
角
被
申
候
哉
、
曲
事
候
」
と
あ
る
。
年
貢
納
入
が

滞
っ
て
い
る
点
は
、
名
主
百
姓
中
が
年
貢
納
入
を
拒
否
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る

と
、
こ
こ
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
同
じ
く
三
上
氏
よ
り
、「
上
久
世
庄
名
主
百

姓
中
」
に
宛
て
て
作
成
さ
れ
た
奉
書
）
50
（

で
は
、「
当
庄
東
寺
分
年
貢
事
、
百
姓
等
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于
今
無
寺
納
由
候
、
…
百
姓
中
寄
縡
於
左
右
難
渋
之
儀
、
言
語
道
断
之
次
第
候

…
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
も
百
姓
中
に
よ
る
年
貢
納
入
拒
否
が
確
認
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
文
亀
元
年
の
細
川
政
元
に
よ
る
公
文
寒
川
左
馬
允
知
行
分

の
上
久
世
荘
年
貢
公
事
以
下
の
抱
置
き
を
契
機
に
、
百
姓
等
の
年
貢
納
入
拒
否

に
発
展
し
た
事
態
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
史
料
13
の
三
条
目
「
近
年
百
姓
等
致

緩
怠
」
の
指
し
て
い
る
事
態
で
あ
る
。
史
料
13
に
お
け
る
侍
衆
の
寺
家
被
官
化

は
、
百
姓
等
に
よ
る
年
貢
納
入
拒
否
へ
の
対
応
策
と
し
て
設
定
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
③
の
文
亀
二
年
以
降
に
未
進
徴
符
で
敬
称
「
方
」
が
つ
く
人
物
が
増
え
る

こ
と
と
、
時
期
が
重
な
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
関
連
性
が
推
測
さ
れ
る
点
を
本

稿
で
は
指
摘
し
た
い
）
51
（

。

　

先
行
研
究
）
52
（

で
は
、
一
六
世
紀
か
ら
は
侍
衆
が
年
貢
未
進
の
主
体
で
あ
っ
た
こ

と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
自
体
は
決
し
て
間
違
っ
て
い
な
い
が
、

こ
の
点
か
ら
直
ち
に
侍
衆
が
未
進
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
た
と
従
来
の
よ
う

に
評
価
す
る
の
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
の
裏
に
は
、
年
貢
納
入
を
拒
否
し
た
百

姓
が
い
た
（
一
部
の
百
姓
等
は
未
納
で
あ
っ
た
）
点
に
留
意
す
れ
ば
、
侍
衆
は
、

上
久
世
荘
全
体
の
中
で
は
、
ま
だ
比
較
的
納
め
て
い
た
方
と
の
見
方
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。
③
の
文
亀
二
年
以
降
に
未
進
徴
符
で
敬
称
「
方
」
が
つ
く
人
物
が
増

え
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
史
料
13
に
署
名
し
て
い
る
侍
衆
の
う
ち
、
上
久
世
荘
侍
衆
の
武
家
被

官
化
を
緻
密
に
検
討
し
た
高
木
純
一
氏
）
53
（

に
よ
れ
ば
、
利
倉
安
弘
、
和
田
家
貞
、

寒
川
宗
光
は
細
川
氏
へ
、
和
田
光
長
は
「
又
四
郎
」
と
呼
ば
れ
る
武
家
に
も
被

官
化
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
木
氏
は
武
家
被
官

と
寺
家
被
官
の
両
者
が
細
川
氏
に
よ
る
「
公
文
分
」
闕
所
処
分
に
伴
い
急
速
に

進
展
し
た
と
捉
え
、
武
家
被
官
化
と
寺
家
被
官
化
の
違
い
を
年
齢
層
な
ど
に
着

目
し
論
じ
て
い
る
。こ
の
視
角
そ
の
も
の
は
有
効
で
あ
る
が
、前
提
と
し
て
「
公

文
分
」
闕
所
処
分
に
伴
う
百
姓
等
の
年
貢
未
納
と
い
う
事
態
は
考
慮
さ
れ
て
い

な
い
。
百
姓
層
の
離
脱
（
＝
年
貢
納
入
難
渋
）
に
対
処
す
る
と
い
う
危
機
意
識

で
は
武
家
被
官
化
・
寺
家
被
官
化
と
も
に
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な

い
か
。
表
１
で
「
方
」
が
増
え
て
い
く
変
化
は
、
百
姓
層
が
離
脱
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、侍
衆
（
土
豪
）
が
荘
家
に
代
わ
る
代
表
者
と
し
て
領
主
権
力
に
認
知
・

把
握
さ
れ
る
情
勢
を
反
映
し
て
い
る
、
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

本
検
討
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
改
め
て
整
理
す
る
と
、
次
の
三
点
に
総
括

さ
れ
る
。

⑴　

十
五
世
紀
の
大
山
荘
に
お
い
て
百
姓
か
ら
土
豪
に
対
し
て
は
荘
園
制
的
負

担
を
負
う
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、
土
豪
が
こ
の
義
務
か
ら
逸
脱
し
た
と

き
は
、
百
姓
等
が
そ
の
負
担
へ
と
引
き
戻
そ
う
と
す
る
圧
力
が
あ
っ
た
。

上
久
世
荘
に
お
い
て
も
、
侍
衆
は
荘
園
諸
負
担
に
関
し
て
一
般
百
姓
の
同

意
を
必
要
と
し
て
い
た
。

⑵　

十
五
世
紀
中
の
上
久
世
荘
未
進
徴
符
に
お
い
て
は
、
一
般
百
姓
と
侍
衆
と

の
間
に
表
記
上
の
区
別
は
な
い
が
、
十
六
世
紀
に
入
る
と
、
侍
衆
に
敬
称

「
方
」
が
つ
く
よ
う
に
な
る
。
な
お
下
久
世
荘
に
お
い
て
も
敬
称
「
方
」
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が
つ
く
人
物
が
増
え
る
点
で
近
似
し
た
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
上
久
世
荘

の
よ
う
に
「
方
」
が
つ
く
人
物
が
０

件
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

⑶　

⑵
の
上
久
世
荘
未
進
徴
符
に
お
い
て
「
方
」
が
つ
く
人
物
が
現
れ
る
変
化

は
、
十
六
世
紀
初
頭
に
上
久
世
荘
に
お
け
る
武
家
の
押
領
に
伴
い
百
姓
の

年
貢
納
入
難
渋
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
こ
と
で
、
侍
衆
が
被
官
化
す
る
上
久

世
荘
の
情
勢
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。

　

土
豪
と
百
姓
の
関
係
に
つ
い
て
、
特
に
土
豪
の
機
能
を
重
視
す
る
近
年
の
見

解
で
は
、
十
五
世
紀
の
検
討
が
不
十
分
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
今
回
大
山

荘
・
上
久
世
荘
の
事
例
検
討
を
通
じ
⑴
の
百
姓
に
よ
る
土
豪
へ
の
荘
園
制
的
規

制
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
、
十
六
世
紀
以
降
の
土
豪
の
機
能
的
側
面
（
融
通
）

が
形
成
さ
れ
る
契
機
を
こ
こ
か
ら
見
出
せ
る
と
考
え
る
。
土
豪
は
室
町
期
か
ら

融
通
を
無
条
件
に
行
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
百
姓
層
と
の
対
抗
関
係
か

ら
引
き
出
さ
れ
た
も
の
と
の
見
通
し
が
た
ち
、
長
谷
川
説
と
湯
浅
説
と
を
止
揚

す
る
糸
口
が
こ
の
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、
長
谷
川
説
で
は
「
は

じ
め
に
」
に
て
指
摘
し
た
よ
う
に
戦
国
期
の
慢
性
的
飢
饉
状
況
を
前
提
と
し
て

い
る
。
一
方
で
史
料
４

・
６

・
７

〜
10
で
は
荘
園
領
主
、
守
護
支
配
に
よ
る
負

担
が
百
姓
等
の
訴
え
の
中
心
に
あ
っ
た
。
百
姓
等
に
よ
る
土
豪
へ
の
荘
園
制
的

規
制
は
、
荘
園
領
主
・
守
護
権
力
の
二
重
の
負
担
に
対
応
し
て
形
成
さ
れ
た
と

み
る
余
地
も
あ
る
。

　

ま
た
本
章
第
二
章
で
は
、
未
進
徴
符
に
「
方
」
が
つ
く
人
物
が
増
え
る
こ
と

と
、
百
姓
層
の
離
脱
、
武
家
・
寺
家
被
官
化
の
進
展
を
関
連
さ
せ
て
論
じ
た
。

従
来
土
豪
と
荘
園
領
主
の
二
項
対
立
か
ら
荘
園
制
の
解
体
が
論
じ
ら
れ
て
き
た

の
に
対
し
、
百
姓
の
動
向
を
第
三
の
視
点
と
し
て
上
久
世
荘
を
事
例
に
再
構
成

し
た
と
こ
ろ
に
本
章
の
さ
さ
や
か
な
独
自
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
当
然
全
て

の
村
落
で
上
久
世
荘
の
よ
う
に
百
姓
層
が
離
脱
し
て
い
く
わ
け
で
は
な
い
）
54
（

。
他

の
事
例
検
討
を
経
た
上
久
世
荘
の
事
例
の
位
置
付
け
が
課
題
と
し
て
あ
る
点
を

確
認
し
て
擱
筆
と
す
る
。

注

（
１

）　

近
年
は
銭
静
怡
『
戦
国
期
の
村
落
と
領
主
権
力
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）

序
章
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
２

）　

例
え
ば
、「
小
領
主
」
論
を
展
開
し
た
大
山
喬
平
「
室
町
末
・
戦
国
初
期
の
権
力
と

農
民
」（
初
出
一
九
六
五
年
、
永
原
慶
二
編
『
戦
国
大
名
論
集
Ⅰ 

戦
国
大
名
の
研
究
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
所
収
）。
こ
の
ほ
か
「
地
主
」
論
や
両
者
の
止
揚
を
試
み

た
説
が
あ
る
が
、
詳
細
は
銭
静
怡
、
注（
１

）前
掲
論
文
を
参
照
。

（
３

）　

稲
葉
継
陽
「
村
の
侍
身
分
と
兵
農
分
離
」（
初
出
は
一
九
九
三
年
、『
戦
国
時
代
の
荘

園
制
と
村
落
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
八
年
）、
長
谷
川
裕
子
『
中
近
世
移
行
期
に
お
け

る
村
の
生
存
と
土
豪
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
に
代
表
さ
れ
る
。

（
４

）　

藤
木
久
志
『
飢
餓
と
戦
争
の
戦
国
を
行
く　

朝
日
選
書
六
八
七
』（
朝
日
新
聞
社
、

二
〇
〇
一
年
）、
同
編
『
日
本
中
世
気
象
災
害
史
年
表
稿
』（
高
志
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）

な
ど
。

（
５

）　

長
谷
川
裕
子
、
注（
３

）前
掲
書
。

（
６

）　

近
年
は
蔵
持
重
裕
氏
も
同
様
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
（
蔵
持
重
裕
「
日
本
中
世
村
研

究
の
逍
径
」
同
編
『
日
本
中
世
社
会
と
村
住
人
』
勉
誠
社
、
二
〇
二
一
年
所
収
）。

（
７

）　

湯
浅
治
久
「
惣
村
と
土
豪
」（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史　

第
九
巻　

中
世
４

』
岩
波
書

店
、
二
〇
一
五
年
所
収
）。

（
８

）　

長
谷
川
裕
子
、
注（
３

）前
掲
書
十
五
頁
（
序
章
）「
地
域
の
有
力
者
で
あ
る
土
豪
は
、

戦
国
期
以
降
に
そ
の
活
動
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
…
」、
一
二
二
頁
（
第
一
部
第
三
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章
）「
従
来
、
十
五
世
紀
後
半
以
降
土
豪
は
積
極
的
に
土
地
を
集
積
し
て
い
く
と
捉
え

ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
実
際
は
、
百
姓
側
の
未
進
弁
済
要
求
に
応
じ
た
結
果
、
そ
の
担

保
物
件
で
あ
る
土
地
が
集
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。」
と
見
通
し
を
述
べ
て
い
る
。
し

か
し
、
特
に
後
者
の
主
張
は
戦
国
後
期
の
井
戸
村
氏
を
中
心
と
す
る
検
討
結
果
を
十
五

世
紀
後
半
に
遡
及
さ
せ
て
展
望
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
当
該
期
の
史
料
を
検
討
し
た
結

果
で
は
な
い
。

（
９

）　

長
谷
川
裕
子
「
十
五
〜
十
七
世
紀
に
お
け
る
村
の
構
造
と
領
主
権
力
」（
同
『
戦
国

期
の
地
域
権
力
と
惣
国
一
揆
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
六
年
所
収
）。

（
10
）　

た
と
え
ば
、
同
論
文
で
は
「「
請
人
」
は
、
未
進
回
収
の
た
め
の
百
姓
同
士
の
保
障

体
制
と
し
て
設
定
さ
れ
た
が
（
中
略
）
十
五
世
紀
初
め
か
ら
存
在
し
た
土
豪
が
、
十
五

世
紀
半
ば
以
降
、
村
請
の
責
任
者
と
し
て
立
ち
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

百
姓
の
未
進
を
一
括
し
て
公
文
が
請
負
っ
た
り
、
個
人
の
未
進
を
村
の
未
進
と
し
て
把

握
す
る
な
ど
、
未
進
を
村
の
借
物
と
し
て
土
豪
が
責
任
を
も
つ
体
制
が
確
立
し
て
い

く
」（
三
二
六
頁
）
と
述
べ
、
史
料
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
長
享
・
明
応
期
に
限

定
さ
れ
、
典
拠
も
三
例
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
さ
ら
な
る
検
討
の
余
地
が
あ
る
と

い
え
る
。

（
11
）　

伊
藤
俊
一
『
室
町
期
荘
園
制
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
九
九
頁
。

（
12
）　

福
丸
恭
昂
「
室
町
期
荘
園
制
と
地
域
社
会
│
太
良
荘
・
大
山
荘
の
『
未
進
』
を
通
じ

て
│
」（『
日
本
歴
史
』
八
九
〇
号
、
二
〇
二
二
年
）。

（
13
）　

高
橋
敏
子
「
大
山
荘
」（
網
野
善
彦
ほ
か
編
『
講
座
日
本
荘
園
史
８　

近
畿
地
方
の

荘
園
Ⅲ
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
所
収
、
以
下
高
橋
Ａ
論
文
）。
同
「
丹
波
国
大

山
荘
│
周
縁
山
間
部
荘
園
の
村
里
│
」（
鎌
倉
佐
保
ほ
か
編
『
荘
園
研
究
の
論
点
と
展

望　

中
世
史
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
三
年
所
収
）。

（
14
）　

岡
光
夫
「
室
町
時
代
丹
波
大
山
荘
周
辺
の
動
向
（
一
）」（『
同
志
社
大
學
經
濟
學
論

叢
』
一
一
巻
一
号
、
一
九
六
一
年
）
大
山
喬
平
「
中
世
村
落
に
お
け
る
灌
漑
と
銭
貨
の

流
通
│
丹
波
国
大
山
庄
西
田
井
村
│
」（
初
出
一
九
六
一
年
、
同
『
日
本
中
世
農
村
史

の
研
究
』
岩
波
書
店
、一
九
七
八
年
所
収
、以
下
大
山
Ａ
論
文
）、大
山
荘
調
査
団
編
『
丹

波
国
大
山
荘
現
況
調
査
報
告　

三
』（
西
紀
・
丹
南
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
七
年
）、

小
林
基
伸
「
室
町
期
に
お
け
る
西
田
井
の
再
開
発
と
経
営
」（
大
山
喬
平
編
『
中
世
荘

園
の
世
界　

東
寺
領
丹
波
国
大
山
荘
』
思
文
閣
、
一
九
九
六
年
所
収
）、
宮
川
満
編
『
大

山
村
史　

本
文
編
』（
一
九
六
四
年
）
第
三
章
四
節
「
大
山
荘
の
崩
壊
過
程
」（
大
山
喬

平
執
筆
、
以
下
大
山
Ｂ
論
文
）。

（
15
）　

大
山
喬
平
、
注（
14
）Ｂ
論
文
。

（
16
）　

大
山
喬
平
、
注（
14
）Ａ
論
文
。

（
17
）　

小
林
基
伸
、
注（
14
）前
掲
論
文
。

（
18
）　

永
正
期
に
大
山
荘
関
係
の
史
料
が
途
絶
す
る
の
は
、
大
山
荘
が
、
多
紀
郡
に
勢
力
を

張
っ
た
波
多
野
氏
の
支
配
下
に
入
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
高
橋
敏
子
、
注

（
13
）Ａ
論
文
）。

（
19
）　

嘉
吉
三
年
十
一
月
七
日
、大
山
荘
年
貢
算
用
状
并
西
田
井
方
内
検
年
貢
算
用
状
、『
兵

庫
県
史　

資
料
編　

中
世
６

』（
一
九
九
一
年
、
以
下
『
兵
』）
五
八
八
号
。

（
20
）　

文
安
元
年
八
月
一
日
、
大
山
荘
年
貢
算
用
状
、『
兵
』
五
九
八
号
。

（
21
）　

辰
田
芳
雄
「
守
護
役
と
年
貢
減
免
闘
争
」（
初
出
一
九
九
三
年
、
同
『
中
世
東
寺
領

荘
園
の
支
配
と
在
地
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
三
年
所
収
）。

（
22
）　

享
徳
三
年
四
月
十
三
日
、
大
山
荘
年
貢
算
用
状
、『
兵
』
七
〇
五
号
。

（
23
）　
（
康
正
二
年
）
十
月
十
七
日
、
大
山
荘
一
院
谷
百
姓
等
注
進
状
、『
兵
』
七
二
八
号
。

（
24
）　

享
徳
三
年
十
月
十
六
日
、
大
山
荘
西
田
井
内
検
帳
、『
兵
』
七
一
〇
号
。

（
25
）　

小
林
基
伸
、
注（
14
）前
掲
論
文
。

（
26
）　
『
兵
』
に
も
指
摘
が
あ
る
通
り
（
六
〇
七
頁
）、
文
明
十
年
「
十
八
口
供
僧
評
定
引
付
」

（『
兵
』
七
九
八
号
）
に
お
い
て
文
明
十
年
十
二
月
三
日
付
で
進
藤
修
理
亮
貞
利
は
大
山

荘
代
官
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
27
）　
（
年
未
詳
）
十
二
月
二
十
四
日
、
中
沢
元
基
書
状
、『
兵
』
八
二
〇
号
。

（
28
）　
「
か
ん
衛
門
」
に
つ
い
て
は
東
寺
公
文
所
と
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
寺
の

関
係
者
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
他
の
関
連
史
料
が
な
く
不
詳
で
あ
る
。

（
29
）　

上
島
有
『
京
郊
庄
園
村
落
の
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
七
〇
年
）、
田
中
倫
子
「
久
世

荘
」（
網
野
善
彦
ほ
か
編
『
講
座
日
本
荘
園
史
７　

近
畿
地
方
の
荘
園
Ⅱ
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
五
年
所
収
）。
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（
30
）　

上
島
有
、
注（
29
）前
掲
書
第
七
章
。

（
31
）　

長
禄
三
年
九
月
三
〇
日
、
久
世
上
下
荘
侍
分
地
下
分
等
連
署
起
請
文
案
（
京
都
府
立

京
都
学
・
歴
彩
館
東
寺
百
合
文
書W

EB

「
東
寺
百
合
文
書
」
を
函
二
二
五
、
以
下
は

函
と
文
書
番
号
の
み
記
す
）。

（
32
）　

久
留
島
典
子
「
東
寺
領
山
城
国
久
世
庄
の
名
主
職
に
つ
い
て
」（『
史
学
雑
誌
』
第
九

三
編
八
号
、
一
九
八
四
年
）。

（
33
）　

上
島
有
、
注（
30
）前
掲
論
文
。

（
34
）　

文
明
十
八
年
十
月
二
十
九
日
、
上
久
世
荘
公
文
寒
川
家
光
書
状
（
を
函
二
九
一
）。

（
35
）　
（
年
未
詳
）
十
二
月
十
一
日
、
上
久
世
荘
公
文
寒
川
家
光
書
状
（
ロ
函
一
三
五
）。

（
36
）　

上
島
有
、
注（
30
）前
掲
論
文
。

（
37
）　

文
亀
二
年
九
月
二
十
九
日
、
上
久
世
荘
利
倉
昌
玄
・
和
田
貞
次
連
署
書
状
（
キ
函
一

二
九
）。

（
38
）　

久
世
荘
に
お
け
る
「
御
旬
」
が
何
を
指
す
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。（
年
未
詳
）

十
一
月
十
八
日
、
上
久
世
荘
利
倉
弘
盛
書
状
（
を
函
四
一
三
・
紙
背
）
に
お
い
て
も
、

「
御
旬
之
事
」
を
延
引
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
39
）　

文
亀
二
年
七
月
二
十
四
日
、
上
久
世
荘
百
姓
申
状
（
キ
函
一
二
八
）。

（
40
）　

た
と
え
ば
、明
応
三
年
十
二
月
十
四
日
、上
久
世
荘
年
貢
米
算
用
状
并
未
進
徴
符
（
赤

松
俊
秀
編
『
教
主
護
国
寺
文
書
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
〇
〜
七
一
年
、
二
〇
九
四
号
、

以
下
出
典
は
「
教
○
○
」
と
略
す
）
に
お
い
て
は
庄
未
進
と
し
て
「
六
升
四
合　

岡
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

（
41
）　

た
と
え
ば
、
延
徳
二
年
十
二
月
三
日
、
下
久
世
荘
年
貢
米
未
進
徴
符
（
キ
函
一
〇
五
）

で
は
「
岡
入
道
方
」「
岡
彦
大
郎
方
」、
明
応
三
年
十
二
月
二
十
三
日
、
下
久
世
荘
年
貢

米
未
進
徴
符
（
な
函
二
〇
一
）
で
は
「
岡
有
丹
方
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
、
文
正
元
年
十

一
月
二
十
四
日
、
下
久
世
荘
年
貢
米
未
進
徴
符
（
教
一
七
七
四
）
に
お
い
て
は
「
岡
方
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

（
42
）　

文
明
十
八
年
十
二
月
二
十
一
日
、
上
久
世
荘
公
文
寒
川
家
光
書
状
（
を
函
二
九
五
）

（
43
）　

森
田
恭
二
「「
山
城
国
一
揆
」
再
考
」（
有
光
友
学
編
『
戦
国
期
権
力
と
地
域
社
会
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
所
収
）。

（
44
）　

文
明
十
九
年
四
月
四
日
、
上
久
世
荘
年
貢
米
算
用
状
（
教
二
〇
二
五
）。

（
45
）　

文
明
十
八
年
十
二
月
二
十
一
日
、
上
久
世
荘
公
文
寒
川
家
光
書
状
（
を
函
二
九
六
）。

（
46
）　

永
正
十
年
十
一
月
二
十
七
日
、
寒
川
宗
光
等
連
署
上
久
世
荘
年
貢
公
事
銭
等
請
文

（
レ
函
二
六
一
）。

（
47
）　

文
亀
二
年
六
月
四
日
、
金
勝
院
杲
琛
書
状
案
（
を
函
三
九
四
）。

（
48
）　

文
亀
元
年
九
月
十
五
日
、
安
富
元
家
折
紙
案
（
リ
函
二
三
〇
）。
田
中
倫
子
、
注

（
29
）前
掲
論
文
に
も
指
摘
が
あ
る
。

（
49
）　

文
亀
元
年
十
二
月
十
三
日
、
三
上
定
長
書
状
（
ア
函
二
七
〇
）。

（
50
）　

文
亀
元
年
十
二
月
、
三
上
定
長
奉
書
案
（
を
函
三
九
二
）。

（
51
）　

永
正
一
〇
年
の
未
進
徴
符
で
は
、
文
明
一
六
年
か
ら
公
文
と
し
て
未
進
徴
符
を
作
成

し
て
い
た
寒
川
家
光
が
、
突
如
と
し
て
侍
衆
に
敬
称
「
方
」
を
つ
け
始
め
て
い
る
点
で

特
異
で
あ
る
。
こ
れ
と
史
料
13
の
作
成
時
期
が
重
な
る
点
を
本
稿
で
は
重
視
し
た
い
。

な
お
、
史
料
13
で
署
名
し
て
い
る
寒
川
宗
光
は
家
光
の
子
息
か
、
弟
か
、
ご
く
近
い
間

柄
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
上
島
有
、
注（
29
）前
掲
書
四
七
七
頁
）。

（
52
）　

高
木
純
一
「
山
城
国
上
久
世
荘
に
お
け
る
年
貢
収
納
・
算
用
と
沙
汰
人
」（
初
出
二

〇
一
七
年
、
同
『
中
世
後
期
の
京
郊
荘
園
村
落
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
所
収
）、

田
中
倫
子
「
戦
国
期
に
お
け
る
荘
園
村
落
と
権
力
」（
初
出
一
九
七
八
年
、
村
田
修
三

編
『
戦
国
大
名
論
集　

５　

近
畿
大
名
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
所
収
）。

（
53
）　

高
木
純
一
「
山
城
国
上
久
世
荘
に
お
け
る
被
官
化
状
況
と
細
川
氏
権
力
」（
初
出
二

〇
一
五
年
、
高
木
純
一
注（
52
）前
掲
書
所
収
）。

（
54
）　

下
久
世
荘
で
は
上
久
世
荘
に
比
べ
武
家
に
よ
る
押
領
が
進
展
し
て
い
な
い
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。（
田
中
倫
子
、
注（
29
）前
掲
論
文
）
そ
の
た
め
か
、
文
亀
年
間
〜
永

正
十
年
（
史
料
13
が
作
成
さ
れ
た
時
期
）
の
下
久
世
荘
で
は
、
百
姓
に
よ
る
年
貢
納
入

の
難
渋
が
史
料
上
確
認
で
き
な
い
。


